
川
畑
　
一
隆
　
議
　
長

川
畑
　
一
隆
　
議
　
長

吉
田
つ
と
む
　
副
議
長

吉
田
つ
と
む
　
副
議
長
を
選
出

を
選
出

川
畑
　
一
隆
　
議
　
長

川
畑
　
一
隆
　
議
　
長

吉
田
つ
と
む
　
副
議
長

吉
田
つ
と
む
　
副
議
長
を
選
出

を
選
出

川
畑
　
一
隆
　
議
　
長

吉
田
つ
と
む
　
副
議
長

会　派　名 人数

を
選
出

　
改
選
後
の
三
月
定
例
会
で
は
、
三
月
九
日
に
正
・
副
議
長
の
選
挙
、
三
月
一
〇
日

に
常
任
委
員
会
な
ど
の
議
会
人
事
の
改
選
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
川
畑
一
隆
議
長
（
公
明
党
）
、
吉
田
つ
と
む
副
議
長
（
志
政
ク
ラ
ブ
）
を
選
出
し

ま
し
た
。

　
会
派
と
は
、
市
民
の
生
活
に
密
着
し
た
様
々
な
施
策
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
同
じ
よ
う
な
考
え
方
や
意
見
を
持
つ
議
員
同
士
の
グ
ル
ー
プ
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
素
よ

り
町
田
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、

格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
 

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
さ
る
二
月
二
一
日

に
執
行
さ
れ
ま
し
た
一
般
選
挙
後

初
の
三
月
定
例
市
議
会
に
お
き
ま

し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ

り
議
長
な
ら
び
に
副
議
長
の
要
職

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
も
と
よ
り
微
力
で
す
が
、
責
務

の
重
大
さ
を
自
覚
し
、
市
民
の
負

託
に
お
こ
た
え
す
る
た
め
、
公
平

無
私
の
立
場
に
立
っ
て
、
対
話
の

精
神
と
市
民
本
位
の
議
会
運
営
を

基
本
に
、
市
政
の
推
進
と
議
会
の

円
滑
な
運
営
を
行
う
と
と
も
に
、

さ
ら
な
る
「
開
か
れ
た
議
会
」
の

実
現
を
目
指
し
、
誠
心
誠
意
努
力

す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
田
市
は
、
人
口
四
二
万
人
を

超
え
る
都
市
に
成
長
し
、
市
民
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
主
権
が
求
め
ら
れ
る
な
 

か
、
地
方
自
治
を
さ
ら
に
進
め
る

た
め
、
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て

も
日
々
、
生
じ
る
行
政
課
題
に
的

確
に
対
応
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
元

気
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
全

力
を
あ
げ
て
取
り
組
む
覚
悟
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
よ

り
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
 

す
。

（
平
成
２２
年
３
月
１０
日
現
在
）
 
 

○
は
会
派
代
表
者

 　
ま
ち
だ
新
世
紀
・
み
ん
な

○
三
遊
亭
ら
ん
丈
　
白
川
　
哲
也

　
渡
辺
厳
太
郎
　
　
松
岡
み
ゆ
き

　
い
わ
せ
和
子
　
　
市
川
　
勝
斗

　
新
井
　
克
尚
　
　
若
林
　
章
喜

　
佐
藤
伸
一
郎
　
　
渋
谷
　
武
己

　
大
西
　
宣
也

 　
民
主
党
・
社
民
・
ネ
ッ
ト

○
い
と
う
泰
人
　
　
森
本
せ
い
や

　
佐
藤
　
和
彦
　
　
わ
た
べ
真
実

　
戸
塚
　
正
人
　
　
河
辺
康
太
郎

　
齋
藤
　
祐
善
　
　
田
中
　
修
一

　
谷
沢
　
和
夫

 
公
明
党

○
上
野
　
孝
典
　
　
山
下
て
つ
や

　
お
く
　
栄
一
　
　
あ
さ
み
美
子

　
宮
坂
け
い
子
　
　
川
畑
　
一
隆

 
　
　
　
　
　
　
　
　

　
日
本
共
産
党

○
殿
村
　
健
一
　
　
池
川
　
友
一

　
佐
々
木
智
子
　
　
佐
藤
　
洋
子

　
細
野
　
龍
子

　　
志
政
ク
ラ
ブ

○
熊
沢
あ
や
り
　
　
藤
田
　
学

　
吉
田
つ
と
む
　
　
お
さ
む
ら
敏
明

　　
諸
派

○
友
井
　
和
彦

議　長　川畑　一隆副議長　吉田つとむ

まちだ新世紀・みんな  
民主党・社民・ネット  
公 明 党  
日 本 共 産 党  
志 政 ク ラ ブ  
諸 派

計

11 
9 
6 
5 
4 
1 
36

会
派
構
成

会
派
の
抱
負

ま
ち
だ
新
世
紀
・
み
ん
な

　
地
方
議
会
は
、
中
央
の
政
党
政

治
と
は
一
線
を
画
し
、
ロ
ー
カ
ル

パ
ー
テ
ィ
ー
（
地
方
政
党
）
を
結

成
す
べ
き
と
の
認
識
か
ら
、
当
会

派
は
自
由
民
主
党
・
み
ん
な
の
党
・

保
守
無
所
属
の
議
員
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
田
市
議
会

最
大
会
派
と
し
て
常
に
責
任
を
も

っ
て
、
透
明
性
と
機
動
性
を
兼
ね

備
え
た
議
会
運
営
を
行
い
ま
す
。

　
当
会
派
の
基
本
政
策

①
市
民
本
位
の
わ
か
り
や
す
い
政

治
を
目
指
し
、
行
政
に
対
し
積
極

的
に
政
策
提
言
を
行
い
ま
す
。

②
市
民
病
院
改
革
を
進
め
、
市
民

に
対
し
、
よ
り
安
心
・
安
全
な
医

療
の
提
供
を
推
進
し
ま
す
。

③
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
の

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
環
境
先
進
都
市
を
目
指
し
、
循

環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

⑤
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
拡
充
、
文
化

施
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

公
　
明
　
党

　
私
た
ち
公
明
党
は
庶
民
の
た
め

の
政
策
を
実
現
す
る
会
派
で
す
。

 
６
名
の
所
属
議
員
は
、
常
に
地

域
に
密
着
し
て
地
元
か
ら
の
要
望

や
身
近
な
政
策
課
題
の
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
昨
年
は
有
料
ご
み
袋
の
値
下
げ

な
ど
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
、

多
く
の
皆
様
か
ら
喜
ん
で
頂
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
①
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
無
料
分
別
収
集
、
②
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
か
っ
た
高

齢
者
に
介
護
保
険
の
特
典
制
度
導
入
、

③
小
中
学
校
の
校
舎
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
と
エ
ア
コ
ン
の
導
入
、
な
ど
を

重
点
政
策
と
し
て
推
し
進
め
て
参

り
ま
す
。

　
市
議
会
公
明
党
の
政
策
は
「
一

人
の
声
」
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
税
金
の
無
駄
遣
い
を

な
く
し
て
福
祉
の
充
実
を
め
ざ
す

私
た
ち
公
明
党
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

志
政
ク
ラ
ブ

　
志
政
ク
ラ
ブ
は
、
自
由
民
権
の

地
町
田
に
根
付
く
〝
志
〞
あ
る
市

政
を
基
本
理
念
と
し
結
成
し
ま
し
た
。

「
温
故
知
新
」
を
精
神
と
し
、
古

き
良
き
町
田
、
里
山
に
囲
ま
れ
た

農
あ
る
風
景
、
多
摩
丘
陵
に
は
ば

た
く
伝
統
・
文
化
・
芸
術
を
次
代

に
継
承
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
新
し

き
も
の
を
一
歩
一
歩
取
り
入
れ
て

い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
会
派
個
々

人
の
政
策
を
尊
重
し
、
協
力
し
な

が
ら
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

 
ま
ず
取
り
組
む
べ
く
具
体
的
政

策
と
し
て
、
「
介
護
職
人
材
・
育

成
セ
ン
タ
ー
の
設
置
」
（
お
さ
む
ら
）
、

「
リ
ニ
ア
新
幹
線
で
伸
び
ゆ
く
町
田
」

（
吉
田
）
、
「
市
民
税
減
税
」
（
藤

田
）
、
「
医
療
２４
時
間
診
療
体
制

の
実
現
」
（
熊
沢
）
な
ど
を
柱
に

実
現
し
ま
す
。
そ
の
他
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
抱
え
る
諸
問
題
を
現

地
現
場
主
義
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
根
付
い
て
活
動
し
て
い
く
の
が

志
政
ク
ラ
ブ
で
す
。

民
主
党
・
社
民
・
ネ
ッ
ト

　
私
た
ち
は
、
民
主
党
、
社
会
民

主
党
、
町
田
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
三
つ
の
政
党
・
政
派
の
議
員

９
名
で
結
成
し
た
会
派
で
す
。

　
日
本
国
憲
法
お
よ
び
地
方
自
治

法
を
基
調
と
し
て
、
福
祉
・
教
育
・

環
境
・
人
権
・
平
和
の
５
つ
の
理

念
を
柱
に
議
会
内
で
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

　
地
方
自
治
体
の
政
治
は
、
市
長

と
議
会
の
二
元
代
表
制
。
議
会
は

市
民
に
近
い
と
こ
ろ
に
立
っ
て
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
十
分
に
発
揮
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
特
に
現
在
の
市
長
に
よ
る
行
政

運
営
は
、
ま
だ
ま
だ
市
民
感
覚
と

は
か
け
離
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

く
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
常
に
市
民
の
目
線

で
考
え
、
行
動
し
、
人
に
や
さ
し

い
町
田
の
行
政
を
取
り
戻
す
た
め

に
積
極
的
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま

す
。

日
本
共
産
党

　
経
済
不
況
の
影
響
で
市
民
生
活

は
ま
す
ま
す
深
刻
で
す
。
保
育
所

や
特
養
ホ
ー
ム
を
増
や
し
て
ほ
し
い
、

医
療
費
の
負
担
を
軽
く
し
て
ほ
し

い
な
ど
、
市
民
の
要
望
は
切
実
で
す
。

い
ま
、
町
田
市
政
に
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」

と
い
う
地
方
自
治
体
本
来
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
で
す
。
日
本
共
産

党
市
議
団
の
５
名
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
石
阪
市

政
が
進
め
て
い
る
新
庁
舎
建
設
（
総

事
業
費
２
３
０
億
円
）
と
中
心
市

街
地
の
大
型
開
発
へ
の
税
金
の
無

駄
づ
か
い
を
や
め
さ
せ
、
市
民
の

く
ら
し
第
一
の
市
政
実
現
に
が
ん

ば
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
中
学
３

年
生
ま
で
医
療
費
無
料
化
、
７５
才

以
上
の
医
療
費
無
料
化
、
認
可
保

育
所
と
特
養
ホ
ー
ム
の
増
設
で
待

機
者
を
な
く
す
、
〝
４
つ
の
ゼ

ロ
〞
実
現
や
市
民
病
院
、
地
域
医

療
の
充
実
に
全
力
で
と
り
組
み
ま
す
。

諸
　
　
派

　
次
世
代
に
誇
れ
る
町
田
を
創
る
。

○
安
心
・
安
全
の
た
め
の
政
策

・
夜
間
、
休
日
小
児
救
急
医
療
体

制
の
再
構
築

・
市
民
の
た
め
に
な
る
保
健
所
の

構
築
（
保
健
所
政
令
市
移
行
の
検
証
）

○
環
境
負
荷
軽
減
の
た
め
の
政
策

・
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
社
会
実
現

・
学
校
・
病
院
等
の
公
共
施
設
へ

の
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
設
置

○
次
世
代
の
た
め
の
政
策

・
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
「
心
・
技
・
体
」

を
育
成
す
る
ハ
ー
ド
面
の
整
備
及

び
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築

・
放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所
拡
充

・
「
習
い
事
入
門
教
室
」
の
創
設

　
―
市
役
所
・
議
会
改
革
―

　
「
事
業
仕
分
け
」
の
手
法
を
用

い
全
て
の
事
業
を
公
開
点
検
す
る

よ
う
求
め
ま
す
。
ま
た
、
市
民
基

軸
の
議
会
を
創
る
為
、
議
会
改
革

を
推
進
す
る
所
存
で
す
。
特
に
議

員
定
数
を
削
減
し
て
少
数
精
鋭
の

議
会
へ
と
再
構
築
を
目
指
し
ま
す
。
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